
植物種植物種植物種植物種のののの違違違違いがいがいがいが根圏根圏根圏根圏にににに施肥施肥施肥施肥されたされたされたされた窒素窒素窒素窒素のののの吸収吸収吸収吸収およびおよびおよびおよび損失損失損失損失にににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響

栽培土壌学分野栽培土壌学分野栽培土壌学分野栽培土壌学分野 富樫富樫富樫富樫 雅章雅章雅章雅章

酸化的酸化的酸化的酸化的

還元的還元的還元的還元的

OOOO 2222

OOOO 2222

OOOO 2222

NHNHNHNH4444
++++

NONONONO3333
----

NNNN2222
NNNN2222OOOO

硝化硝化硝化硝化

脱窒脱窒脱窒脱窒

②②②②根根根根からのからのからのからのOOOO2222放出量放出量放出量放出量はははは地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重およびおよびおよびおよび植物種植物種植物種植物種

によりによりによりにより異異異異なるなるなるなる。。。。

①①①①およびおよびおよびおよび②②②②よりよりよりより、、、、乾物重乾物重乾物重乾物重およびおよびおよびおよび植物種植物種植物種植物種によりによりによりにより根圏根圏根圏根圏にににに施肥施肥施肥施肥されされされされ

たたたた窒素窒素窒素窒素のののの挙動挙動挙動挙動がががが異異異異なるとなるとなるとなると予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。

①①①①水稲水稲水稲水稲はははは通気組織通気組織通気組織通気組織をををを通通通通してしてしてして根根根根からからからからOOOO2222をををを放出放出放出放出するためするためするためするため、、、、根根根根

近傍近傍近傍近傍でででで硝化硝化硝化硝化－－－－脱窒脱窒脱窒脱窒がががが生生生生じるじるじるじる。。。。

目的目的目的目的

本研究本研究本研究本研究ではではではでは、、、、乾物重乾物重乾物重乾物重およびおよびおよびおよび植物種植物種植物種植物種がががが根圏根圏根圏根圏にににに施肥施肥施肥施肥されたされたされたされたNHNHNHNH4444
++++----

NNNNのののの挙動挙動挙動挙動にににに与与与与えるえるえるえる影響影響影響影響をををを評価評価評価評価したしたしたした。。。。
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水田土壌水田土壌水田土壌水田土壌

風乾土風乾土風乾土風乾土45g45g45g45g・・・・potpotpotpot----１１１１

各植物種各植物種各植物種各植物種でででで異異異異なるなるなるなる生重生重生重生重のののの個体個体個体個体をををを移植移植移植移植

1111本本本本・・・・potpotpotpot----１１１１
供試植物種供試植物種供試植物種供試植物種

水稲水稲水稲水稲（（（（OryzaOryzaOryzaOryza））））

タイヌビエタイヌビエタイヌビエタイヌビエ（（（（EchinochloaEchinochloaEchinochloaEchinochloa））））

クサネムクサネムクサネムクサネム（（（（AeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneAeschynomene））））

コナギコナギコナギコナギ（（（（MonochoriaMonochoriaMonochoriaMonochoria））））

タマガヤツリタマガヤツリタマガヤツリタマガヤツリ（（（（CyperusCyperusCyperusCyperus））））

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法

15151515NNNN硫安水溶液硫安水溶液硫安水溶液硫安水溶液

6mgN6mgN6mgN6mgN・・・・potpotpotpot----1111

窒素損失量窒素損失量窒素損失量窒素損失量＝＝＝＝15151515NNNN施肥量施肥量施肥量施肥量ーーーー（（（（植物体植物体植物体植物体15151515NNNN量量量量＋＋＋＋土土土土

壌固定壌固定壌固定壌固定15151515NNNN量量量量＋＋＋＋無機態無機態無機態無機態15151515NNNN量量量量））））

結果結果結果結果 表表表表1111．．．．実験終了時植物体部位別乾物重実験終了時植物体部位別乾物重実験終了時植物体部位別乾物重実験終了時植物体部位別乾物重のののの比較比較比較比較

OryzaOryzaOryzaOryza ( 2 )( 2 )( 2 )( 2 ) 15151515 771771771771 cccc
( 3 )( 3 )( 3 )( 3 ) 567567567567 cccc

( 3 )( 3 )( 3 )( 3 ) 204204204204 bcbcbcbc
( 4 )( 4 )( 4 )( 4 ) 2 .82 .82 .82 .8 bbbb

( 3 )( 3 )( 3 )( 3 )

Ech inoch loaEch inoch loaEch inoch loaEch inoch loa 13131313 904904904904 cccc 644644644644 cccc 264264264264 bbbb 2 .52 .52 .52 .5 bbbb

AeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneAeschynomene 14141414 2082208220822082 aaaa 1704170417041704 aaaa 378378378378 aaaa 4 .54 .54 .54 .5 aaaa

Monochor iaMonochor iaMonochor iaMonochor ia 18181818 947947947947 cccc 764764764764 cccc 183183183183 cccc 4 .44 .44 .44 .4 aaaa

CyperusCyperusCyperusCyperus 16161616 1267126712671267 bbbb 1049104910491049 bbbb 218218218218 bcbcbcbc 5 .15 .15 .15 .1 aaaa

SSSS////RRRR比比比比
( 1 )( 1 )( 1 )( 1 )

mgmgmgmg・・・・potpotpotpot
- 1- 1- 1- 1

植物種植物種植物種植物種 個体数個体数個体数個体数 全重全重全重全重 地上部地上部地上部地上部 地下部地下部地下部地下部

地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重ははははAeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneAeschynomene

がががが最最最最もももも高高高高くくくくOryzaOryzaOryzaOryzaがががが最最最最もももも低低低低かっかっかっかっ

たたたた。。。。☞

結論結論結論結論

(1)S/R(1)S/R(1)S/R(1)S/R比比比比＝＝＝＝地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重／／／／地下部乾物重地下部乾物重地下部乾物重地下部乾物重のののの比率比率比率比率をををを示示示示すすすす。。。。(2)(2)(2)(2)OryzaOryzaOryzaOryzaおよびおよびおよびおよびEchinochloaEchinochloaEchinochloaEchinochloaはははは施施施施肥肥肥肥15151515日後日後日後日後、、、、AeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneはははは施施施施肥肥肥肥22222222日後日後日後日後、、、、MonochoriaMonochoriaMonochoriaMonochoriaおよびおよびおよびおよびCyperusCyperusCyperusCyperusはははは施施施施肥肥肥肥15151515日後日後日後日後にににに採取採取採取採取

したしたしたした。。。。(3)(3)(3)(3)異異異異なるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットは1111％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差があることをがあることをがあることをがあることを示示示示すすすす。。。。(4)(4)(4)(4)異異異異なるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットは5555％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差があることをがあることをがあることをがあることを示示示示すすすす。。。。

OryzaOryzaOryzaOryza (((( 1 )1 )1 )1 ) 15151515 81818181 abababab
( 3 )( 3 )( 3 )( 3 ) 13131313 aaaa

( 2 )( 2 )( 2 )( 2 ) t rt rt rt r
( 4 )( 4 )( 4 )( 4 ) 6666 bbbb

( 3 )( 3 )( 3 )( 3 )

Ech inoch loaEch inoch loaEch inoch loaEch inoch loa 13131313 75757575 cccc 15151515 aaaa trtrtrtr 10101010 aaaa

AeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneAeschynomene 14141414 76767676 cccc 15151515 aaaa trtrtrtr 9999 abababab

Monochor iaMonochor iaMonochor iaMonochor ia 18181818 80808080 bcbcbcbc 8888 bbbb trtrtrtr 12121212 aaaa

CyperusCyperusCyperusCyperus 16161616 84848484 aaaa 8888 bbbb trtrtrtr 8888 abababab

窒素損失窒素損失窒素損失窒素損失

％％％％

植物種植物種植物種植物種 個体数個体数個体数個体数 植物体植物体植物体植物体
1 51 51 51 5NNNN 土壌固定土壌固定土壌固定土壌固定

1 51 51 51 5NNNN 無機態無機態無機態無機態
1 51 51 51 5NNNN

(1)(1)(1)(1)OryzaOryzaOryzaOryzaおよびおよびおよびおよびEchinochloaEchinochloaEchinochloaEchinochloaはははは施施施施肥肥肥肥15151515日後日後日後日後、、、、AeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneAeschynomeneはははは施施施施肥肥肥肥22222222日後日後日後日後、、、、MonochoriaMonochoriaMonochoriaMonochoriaおよびおよびおよびおよびCyperusCyperusCyperusCyperusはははは施施施施肥肥肥肥15151515日後日後日後日後にににに採取採取採取採取したしたしたした。。。。(2)(2)(2)(2)異異異異なるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットは1111％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差があるこがあるこがあるこがあるこ

とをとをとをとを示示示示すすすす。。。。(3)(3)(3)(3)異異異異なるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットはなるアルファベットは5555％％％％水準水準水準水準でででで有意差有意差有意差有意差があることをがあることをがあることをがあることを示示示示すすすす。。。。(4(4(4(4））））trtrtrtr：：：：検出不可検出不可検出不可検出不可をををを示示示示すすすす。。。。

表表表表2222．．．．実験終了時実験終了時実験終了時実験終了時のののの窒素施肥量窒素施肥量窒素施肥量窒素施肥量にににに対対対対するするするする植物体植物体植物体植物体15151515NNNN量量量量、、、、土壌固定土壌固定土壌固定土壌固定15151515NNNN量量量量、、、、

無機態無機態無機態無機態15151515NNNN量量量量およびおよびおよびおよび窒素損失量窒素損失量窒素損失量窒素損失量のののの割合割合割合割合

①①①①地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重地上部乾物重のののの違違違違いはいはいはいは根圏根圏根圏根圏にににに施肥施肥施肥施肥されたされたされたされたNHNHNHNH4444
++++----NNNNのののの挙動挙動挙動挙動にににに影響影響影響影響をををを与与与与えなかったえなかったえなかったえなかった。。。。

②②②②窒素損失量窒素損失量窒素損失量窒素損失量ははははOryzaOryzaOryzaOryzaがががが最最最最もももも低低低低くくくく、、、、他他他他のののの植物種植物種植物種植物種よりもよりもよりもよりもNHNHNHNH4444
++++----NNNN吸収効率吸収効率吸収効率吸収効率（（（（施肥窒素量施肥窒素量施肥窒素量施肥窒素量にににに対対対対するするするするNHNHNHNH4444

++++----NNNN吸収量吸収量吸収量吸収量のののの割合割合割合割合））））あるいはあるいはあるいはあるいは硝硝硝硝

化由来化由来化由来化由来NONONONO3333
--------NNNN吸収効率吸収効率吸収効率吸収効率（（（（施肥窒素量施肥窒素量施肥窒素量施肥窒素量にににに対対対対するするするするNONONONO3333

--------NNNN吸収量吸収量吸収量吸収量のののの割合割合割合割合））））がががが高高高高いいいい可能性可能性可能性可能性がががが示示示示されたされたされたされた。。。。

CyperusCyperusCyperusCyperus、、、、OryzaOryzaOryzaOryza、、、、MonochoriaMonochoriaMonochoriaMonochoriaのののの

植物体植物体植物体植物体15151515NNNN量量量量がががが多多多多かったかったかったかった。。。。

窒素損失量窒素損失量窒素損失量窒素損失量ははははOryzaOryzaOryzaOryzaがががが最最最最もももも少少少少なななな

くくくく、、、、MonochoriaMonochoriaMonochoriaMonochoriaがががが最最最最もももも多多多多かったかったかったかった。。。。☞☞☞☞


